（第三面）

様式第５（第５条関係）
生産性向上支援事業計画書
種別（該当する項目にチェックを付けてください。）
	□製品開発促進設備導入事業　　　□設備投資支援事業


	１．導入設備
	導入設備について

	
	①今回、導入しようとしている設備の特徴等についてご記入ください。

（設備の品名：　　　　　　　　　　　　　　型番：　　　　　　　　　　　　　　）
②設備導入時期：　　　年　　　月頃


	２．現状認識及び取組戦略
	（１）自社・市場の現状と課題について
設備導入や新製品開発の動機がわかるよう、具体的にご記入ください。

	
	

	
	（２）取組戦略について

	
	①設備導入による労働生産性向上の目標について、具体的にご記入ください。
現状
設備導入１年後の目標
売上高（a）
円
円
売上に係る経費（b）
※売上原価＋販売費および一般管理費
円
円
営業利益（c：a－b）
円
円
人件費（d）
円
円
減価償却費（e）
円
円
労働投入量（f）
※労働者数または労働者数×
1人あたり年間就業時間
労働生産性
（（c＋d＋e）÷f）
（Ａ）
円

（Ｂ）
円

労働生産性の伸び率（（Ｂ－Ａ）÷Ａ）＝　　　　　　％
※労働生産性の伸び率３％以上の設備導入が補助対象です。
※創業間もなく、現状の労働生産性を算出できないものは補助対象外です。（創業１年以内の場合でも、労働生産性を構成する数値が把握でき、現状値を算出できる場合は補助対象とします。）

②売上高増加、経費減少等の根拠を具体的に記載してください。
製品開発促進設備導入事業に応募する場合は、新製品の販売戦略も含めてご記入ください。


	３．新製品開発　※製品開発促進設備導入事業に応募する場合のみご記入ください。
	（１）新製品開発について

	
	①開発を計画している新製品の名称
②設備導入により計画している新商品の特徴やセールスポイント等をご記入ください。


	
	（２）新商品開発のスケジュールについて
商品開発の具体的なスケジュールについて、現在までの開発状況も含めてご記入ください。

	
	①本年度まで
実施時期
実施する項目
具体的な内容
②次年度以降
実施時期
実施する項目
具体的な内容


	４．よろず支援拠点への相談
	相談日時
担当コーディネーター
（よろず支援拠点から受けたアドバイスの内容）



※下記事項を確認し、相違なければチェックを付けてください。
	よろず支援拠点コーディネーターに相談し、計画書の内容（取組戦略、目標数値等）について実現性が高いことを確認しました。
	□


収支予算書（本事業計画に係る収支）
	
	項目
	金額（円）
	積算根拠（数量×単価）（円）
	備　考

	収入
	自己資金
	
	
	

	
	市補助金
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	
	計
	
	
	

	支出
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	


※見積書やパンフレット等の積算根拠資料を添付してください。
　応募者が他者に対して支払う経費が対象となります。

